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(57)【要約】
【課題】鏡筒ベース部側の回路基板と可動部側の電動ユ
ニットをフレキシブル配線板で接続可能としたレンズ鏡
筒を提供する。
【解決手段】レンズ鏡筒２０は、鏡筒ベース部３，６に
固定された電気回路基板と、電気回路基板に対して光軸
方向に移動可能な第１の可動部１０と、第１の可動部と
ともに光軸方向に移動可能な電動ユニット１２と、電気
回路基板と電動ユニットとを接続するフレキシブル配線
板１５とを有する。鏡筒ベース部はフレキシブル配線板
のうち被保持部分を保持する配線板保持部９を有し、第
１の可動部はフレキシブル配線板のうち電動ユニット側
の被ガイド部分をガイドする配線板ガイド部１１を有す
る。フレキシブル配線板は、被保持部分と被ガイド部分
との間の中間部分を光軸方向に延びるように補強する補
強部１６を有する。補強部は、第１の可動部の移動に伴
って配線板ガイド部に重なる範囲で移動する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鏡筒ベース部と、
　前記鏡筒ベース部に固定された電気回路基板と、
　前記電気回路基板に対して光軸方向に移動可能な第１の可動部と、
　前記第１の可動部とともに前記光軸方向に移動可能な電動ユニットと、
　前記電気回路基板と前記電動ユニットとを電気的に接続するフレキシブル配線板とを有
し、
　前記鏡筒ベース部は、前記フレキシブル配線板のうち前記電気回路基板側の被保持部分
を保持する配線板保持部を有し、
　前記第１の可動部は、前記フレキシブル配線板のうち前記電動ユニット側の被ガイド部
分を前記光軸方向に延ばすようにガイドする配線板ガイド部を有し、
　前記フレキシブル配線板は、該フレキシブル配線板のうち前記被保持部分と前記被ガイ
ド部分との間の中間部分を前記光軸方向に延びるように補強する補強部を有しており、
　前記補強部は、前記第１の可動部の前記光軸方向での移動に伴い、前記配線板ガイド部
に対して重なる範囲で移動することを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記第１の可動部と前記電気回路基板との間に、前記光軸方向に移動可能な第２の可動
部を有することを特徴とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記第１の可動部が前記電気回路基板から前記光軸方向にて最も離れた状態において、
前記補強部の一部が前記配線板ガイド部に重なることを特徴とする請求項１または２に記
載のレンズ鏡筒。
【請求項４】
　前記フレキシブル配線板は、前記被ガイド部分と前記電動ユニットへの接続端との間に
前記光軸方向において曲げ返された曲げ部を有しており、前記第１の可動部の前記光軸方
向への移動に伴って前記曲げ部が移動することを特徴とする請求項１から３のいずれか一
項に記載のレンズ鏡筒。
【請求項５】
　前記フレキシブル配線板のうち前記曲げ部となる部分にも前記補強部が設けられており
、
　前記曲げ部となった部分は前記補強部から離れることを特徴とする請求項４に記載のレ
ンズ鏡筒。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のレンズ鏡筒を有することを特徴とする光学機器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鏡筒ベース部に固定された回路基板と可動部とともに光軸方向に移動する電
動ユニットとを電気的に接続するフレキシブル配線板を有するレンズ鏡筒に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記のようレンズ鏡筒では、フレキシブル配線板の一部に光軸方向にＵ字形に曲げ返さ
れた曲げ部（以下、Ｕ曲げ部という）を設け、可動部および電動ユニットの移動に伴って
該Ｕ曲げ部が移動するようにフレキシブル配線板を配置している。これにより、移動する
電動ユニットと鏡筒ベース部に固定された回路基板との間隔の変化が吸収される。
【０００３】
　特許文献１には、光軸方向に移動する第１進退筒と、その内側にて光軸方向に進退する
第２進退筒と、第２進退筒の内側に配置されて光軸方向に延びる延出部を備えた直進ガイ
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ド筒とを有するレンズ鏡筒が開示されている。このレンズ鏡筒では、フレキシブル配線板
を、第１進退筒の外側からその後端部を跨いで第２進退筒の後端部に導き、次に延出部に
沿って前方に導き、その後に該延出部の前端にて後方に折り返し、さらにＵ曲げ部にて前
方に曲げ返している。曲げ返されたフレキシブル配線板は、電動ユニットとしてのシャッ
タブロックに接続されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、固定筒に取り付けられたＦＰＣ保持台にフレキシブルプリント
配線板を固定し、その前方にてフレキシブル配線板を後方に折り返した後にＵ曲げ部にて
前方に曲げ返したレンズ鏡筒が開示されている。Ｕ曲げ部にて前方に曲げ返されたフレキ
シブルプリント配線板は、移動筒により保持された電動ユニットとしての絞りユニットに
接続されている。
【０００５】
　さらに、特許文献３には、移動筒に保持されてフレキシブルプリント基板を光軸方向に
ガイドする第１の支持部材と、固定部に固定されてフレキシブルプリント基板を光軸方向
にガイドする第２の支持部材とを有するレンズ鏡筒が開示されている。このレンズ鏡筒で
は、フレキシブル配線板を、第１の支持部材とこれよりも径方向外側に配置された第２の
支持部材との間にＵ曲げ部が挟まれるように配置して、移動筒により保持された電動ユニ
ットとしての絞りユニットに接続している。移動筒と固定部との間には他の移動筒が配置
されてり、第１の支持部材は、該他の移動筒の径方向外側に配置されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開平７－０３２６０７号公報
【特許文献２】特開平８－２５４６４６号公報
【特許文献３】特開平５－１３４１６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１にて開示されているように電動ユニットの径方向外側にフレ
キシブルプリント配線板のＵ曲げ部が配置される構成は、電動ユニットの径方向外側にス
ペース的な制約があるレンズ鏡筒においては採用することができない。また、特許文献２
にて開示されたようなフレキシブル配線板の配置は、移動筒の後方に該移動筒と同程度の
外径を有する他の移動筒が配置されるレンズ鏡筒においては該他の移動筒とフレキシブル
配線板とが干渉するため、採用することができない。
【０００８】
　特許文献３にて開示されたレンズ鏡筒では、第２の支持部材が固定部から光軸方向に長
く延びてＵ曲げ部から固定部に向かって延びるフレキシブル配線板の全体をガイドする。
このため、レンズ鏡筒内のスペースのうちかなり大きな部分が第２の支持部材によって占
められる。しかも、上述した他の移動筒の径方向外側に配置された第１の支持部材と第２
の支持部材との間にフレキシブル配線板のＵ曲げ部を挟み込む。このため、レンズ鏡筒が
径方向に大型化する。
【０００９】
　本発明は、電動ユニットの周囲にスペース的な制約がある場合や可動部と電気回路基板
との間に他の可動部がある場合でも、径方向の大型化を抑えつつ電気回路基板と可動部側
の電動ユニットとをフレキシブル配線板で接続可能としたレンズ鏡筒を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一側面としてのレンズ鏡筒は、鏡筒ベース部と、該鏡筒ベース部に固定された
電気回路基板と、電気回路基板に対して光軸方向に移動可能な第１の可動部と、第１の可
動部とともに光軸方向に移動可能な電動ユニットと、電気回路基板と電動ユニットとを電
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気的に接続するフレキシブル配線板とを有する。鏡筒ベース部は、フレキシブル配線板の
うち電気回路基板側の被保持部分を保持する配線板保持部を有し、第１の可動部は、フレ
キシブル配線板のうち電動ユニット側の被ガイド部分を光軸方向に延ばすようにガイドす
る配線板ガイド部を有する。フレキシブル配線板は、該フレキシブル配線板のうち被保持
部分と被ガイド部分との間の中間部分を光軸方向に延びるように補強する補強部を有して
いる。そして、補強部は、第１の可動部の光軸方向での移動に伴い、配線板ガイド部に対
して重なる範囲で移動することを特徴とする。
【００１１】
　なお、上記レンズ鏡筒を有する光学機器も、本発明の他の一側面を構成する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、レンズ鏡筒内の少ないスペースの中で鏡筒ベース部側の電気回路基板
と可動部側の電動ユニットとをフレキシブル配線板で接続することができる。このため、
電動ユニットの周囲にスペース的な制約がある場合や可動部と電気回路基板との間に他の
可動部がある場合でも、レンズ鏡筒の径方向の大型化を抑えつつフレキシブル配線板を配
置することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例１であるレンズ鏡筒の一部の分解斜視図。
【図２】（ａ）はＷＩＤＥ状態にある実施例１のレンズ鏡筒の断面図、（ｂ）はＴＥＬＥ
状態にある実施例１のレンズ鏡筒の断面図。
【図３】（ａ）はＷＩＤＥ状態にある実施例１のレンズ鏡筒の部分断面図、（ｂ）はＴＥ
ＬＥ状態にある実施例１のレンズ鏡筒の部分断面図。
【図４】（ａ）は図３（ａ）の部分断面図、（ｂ）は図３（ｂ）の部分断面図。
【図５】（ａ）はＷＩＤＥ状態にある本発明の実施例２であるレンズ鏡筒の部分断面図、
（ｂ）はＴＥＬＥ状態にある実施例２のレンズ鏡筒の部分断面図。
【図６】（ａ）は図５（ａ）の部分断面図、（ｂ）は図５（ｂ）の部分断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１５】
　図１には、本発明の実施例１である交換レンズ（光学機器）２０に含まれるレンズ鏡筒
を分解して示している。また、図２（ａ），（ｂ）にはそれぞれ、ＷＩＤＥ状態およびＴ
ＥＬＥ状態にあるレンズ鏡筒の光軸に沿った断面を示している。図３（ａ），（ｂ）には
それぞれ、図２（ａ），（ｂ）に示したレンズ鏡筒のうちＦＰＣガイド構造の一部を拡大
した断面を示している。以下の説明において、レンズ鏡筒における光軸方向の被写体側（
各図の左側を前側といい、像側（各図の右側）を後側という。また、光軸方向に直交する
方向を径方向という。
【００１６】
　これらの図において、１は不図示のカメラ本体と機械的に接続されるマウントであり、
３は固定筒である。２はマウント１と固定筒３との間の隙間を埋めるマウントリングであ
る。４は固定筒３に固定保持された電気回路基板としての制御基板である。制御基板４に
は、カメラ本体側の電気接点と接続される接点ブロック４ｂが設けられている。
【００１７】
　６は固定筒３に固定され、光軸方向に延びる直進ガイド溝部が設けられた案内筒である
。固定筒３と案内筒６とによりレンズ鏡筒の本体部としての鏡筒ベース部が構成される。
【００１８】
　７は案内筒６に対して光軸方向での定位置にて光軸回りで回転可能に保持されたカム環
である。カム環７には、該カム環７が回転した際に後述する第１の移動筒および第２の移
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動筒をそれぞれ光軸方向に移動させるための第１のカム溝部および第２のカム溝部が設け
られている。カム環７は、固定筒３により光軸方向の定位置にて光軸回りで回転可能に保
持されたズームリング５とズームキー８を介して結合しており、ズームリング５と一体的
に回転する。
【００１９】
　１０は光軸方向、すなわち制御基板４に対して離れる側と近づく側に移動可能な第１の
移動筒（第１の可動部）である。１４は第１の移動筒１０と制御基板４との間に配置され
、第１の移動筒１０とは独立して光軸方向に移動可能な第２の移動筒である。
【００２０】
　第１の移動筒１０は、第１変倍レンズ群Ｌ１を保持している。第２の移動筒１４は、第
２変倍レンズ群Ｌ２を保持している。
【００２１】
　１２は第１の移動筒１０に取り付けられて第１の移動筒１０とともに光軸方向に移動可
能な電動ユニットとしての電磁絞りユニットである。１３は第１の移動筒１０に取り付け
られて第１の移動筒１０とともに光軸方向に移動可能なメカニカル絞りである副絞りユニ
ットである。なお、第２の移動筒１４は、第２変倍レンズ群Ｌ２を保持するレンズ保持部
１４ａから前側に延びる円筒部１４ｂを有しており、該円筒部１４ｂの内側に第１の移動
筒１０および電磁絞りユニット１２が配置されている。第２の移動筒１４のうちレンズ保
持部１４ａが、第２の可動部に相当する。
【００２２】
　第１の移動筒１０に設けられたカムフォロア１０ｂは、第２の移動筒１４の円筒部１４
ｂに形成された貫通溝部１４ｄを貫通してカム環７の第１のカム溝部７ａおよび案内筒６
の直進ガイド溝部６ａに係合している。第２の移動筒１４に設けられたカムフォロア１４
ｃはカム環７の第２のカム溝部７ｂおよび案内筒６の直進ガイド溝部６ｂに係合している
。このため、カム環７が回転することで、第１および第２のカム溝部７ａ，７ｂのリフト
に応じて第１および第２の移動筒１０，１４がそれぞれ光軸方向に移動する。
【００２３】
　１５は制御基板４と電磁絞りユニット１２とを電気的に接続するフレキシブル配線板と
してのフレキシブルプリント基板（以下、ＦＰＣという）である。ＦＰＣ１５は、制御基
板４に実装されたコネクタ４ａを介して、制御基板４からのモータ駆動信号を電磁絞りユ
ニット１２の駆動モータ１２ａに供給する。また、ＦＰＣ１５は、コネクタ４ａを介して
、電磁絞りユニット１２の開口状態を検出するフォトインタラプタに対して発光のための
電源を供給するとともに、フォトインタラプタからの受光信号を制御基板４に伝達する。
【００２４】
　以下、図４（ａ），（ｂ）を併せ用いてＦＰＣ１５に関連する構成について説明する。
図４（ａ），（ｂ）はそれぞれ、ＷＩＤＥ状態とＴＥＬＥ状態におけるＦＰＣ１５の後述
するＵ曲げ部の周辺を拡大して示している。
【００２５】
　案内筒６（つまりは鏡筒ベース部）には、該案内筒６に配線板保持部を形成するように
ＦＰＣ保持部材９が取り付けられている。ＦＰＣ１５のうち制御基板４（コネクタ４ａ）
への接続端の近傍部分（電気回路基板側の被保持部分：以下、基板側部分という）は、前
側に延びるようにＦＰＣ保持部材９に後述する補強部材１６とともに両面テープにより固
定される。これにより、ＦＰＣ１５のうち基板側部分は、ＦＰＣ保持部材９によって保持
される。
【００２６】
　一方、ＦＰＣ１５のうち電磁絞りユニット１３への接続端の近傍部分（以下、絞り接続
部分という）は、第１の移動筒１０に設けられたＦＰＣ固定部１０ａに不図示の両面テー
プによって固定されて後側に延びている。そして、ＦＰＣ１５のうちＦＰＣ固定部１０ａ
から延出した部分は、一旦前方に折り返された後、後方に向かってＵ字形に曲げ返された
Ｕ曲げ部１５ａを形成し、その後、制御基板４に向かって後方に延伸されている。
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【００２７】
　第１の移動筒１０には、ＦＰＣ１５が径方向外側に広がらないように制限する配線板ガ
イド部を形成するＦＰＣガイド部材１１が取り付けられている。ＦＰＣガイド部材１１は
、ＦＰＣ１５における基板側部分とＵ曲げ部１５ａとの間の部分のうち電磁絞りユニット
１３側の一部（電動ユニット側の被ガイド部分：以下、絞り側部分という）を光軸方向に
延びるようにガイドする。ＦＰＣガイド部材１１におけるＦＰＣ１５に面する部分には、
後述する補強部材１６の摺動による抵抗を減じるためのレール１１ｂが形成されている。
【００２８】
　ＦＰＣ１５のＵ曲げ部１５ａは、第１の移動筒１０（ＦＰＣ固定部１０ａ）とＦＰＣガ
イド部材１１との間に形成されている。そして、Ｕ曲げ部１５ａにて後方に曲げ返された
ＦＰＣ１５は、副絞りユニット１３とＦＰＣガイド部材１１との間に形成された隙間を通
って制御基板４側に延伸される。
【００２９】
　ＦＰＣ１５のうち基板側部分と絞り接続部分との間のフレキシブル部分のうち上述した
基板側部分とＵ曲げ部１５ａとの間の部分には、この部分を光軸方向に延びるように補強
する補強部を形成する補強部材１６が接着または両面テープにより取り付けられている。
補強部材１６のうち後端部は、ＦＰＣ保持部材９に両面テープにより固定されている。補
強部材１６は、ＰＥＴ材により形成されている。
【００３０】
　図２（ａ）、図３（ａ）および図４（ａ）に示すＷＩＤＥ状態は第１の移動筒１０が制
御基板４に最も近づいた状態であり、図２（ｂ）、図３（ｂ）および図４（ｂ）に示すＴ
ＥＬＥ状態は第１の移動筒１０が制御基板４から最も離れた状態である。
【００３１】
　図３（ａ），（ｂ）において、１１ａはＦＰＣガイド部材１１の光軸方向の長さを示し
、１６ａは補強部材１６の光軸方向の長さを示す。補強部材１６は、第１の移動筒１０が
ＷＩＤＥ状態とＴＥＬＥ状態との間で移動することに伴って、第１の移動筒１０に取り付
けられたＦＰＣガイド部材１１（レール部１１ｂ）に対して光軸方向に摺動する。言い換
えれば、補強部材１６は、第１の移動筒１０の光軸方向での移動に伴い、ＦＰＣガイド部
材１１に対して重なる（レール部１１ｂに接触する）範囲で移動する。また、補強部材１
６は、ＴＥＬＥ状態において、その前端部が第１の移動筒１０に取り付けられたＦＰＣガ
イド部材１１に重なる長さを有する。
【００３２】
　補強部材１６は、ＦＰＣ１５とは別部品であるため、その厚みや材料を任意に選択する
ことで必要な剛性を確保することができる。
【００３３】
　また、ＦＰＣガイド部材１１と第２の移動筒１４との間には、制御基板４側に延伸され
たＦＰＣ１５および補強部材１６が通過できる隙間が設けられている。
【００３４】
　図２（ａ）、図３（ａ）および図４（ａ）に示すＷＩＤＥ状態では、ＦＰＣ１５のＵ曲
げ部１５ａは電磁絞りユニット１２に最も接近した位置にある。また、案内筒６に取り付
けられたＦＰＣ保持部材９は、第１の移動筒１０に取り付けられたＦＰＣガイド部材１１
と径方向での位置がほぼ同じであり、光軸方向においてＦＰＣガイド部材１１に最も接近
した位置にある。
【００３５】
　ここで、ユーザがズームリング５を操作してズームキー８を介してカム環７を回転させ
ると、第１の移動筒１０が制御基板４から光軸方向において離れる側に移動する。これに
伴い、ＦＰＣ１５のＵ曲げ部１５ａも、電磁絞りユニット１２から離れる方向に第１の移
動筒１０の１／２の速度で移動する。この際、ＦＰＣガイド部材１１もＦＰＣ保持部材９
から光軸方向において離れる側に移動し、ＦＰＣ１５に取り付けられた補強部材１６はＦ
ＰＣガイド部材１１に対して摺動する。補強部材１６は、ＦＰＣガイド部材１１がＦＰＣ
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保持部材９から離れた状態で、ＦＰＣ１５のフレキシブル部分のうちＦＰＣ保持部材９に
より保持された基板側部分とＦＰＣガイド部材１１によりガイドされている絞り側部分と
の間の中間部分の弛みを防止する。
【００３６】
　そして、図２（ｂ）、図３（ｂ））および図４（ｂ）に示すＴＥＬＥ状態においてＦＰ
Ｃガイド部材１１はＦＰＣ保持部材９から最も離れた位置に移動するが、このときでも補
強部材１６の前端部（一部）はＦＰＣガイド部材１１に重なっている。したがって、ＦＰ
Ｃ１５のうち上記中間部分を確実に光軸方向に延びる形状に保持することが可能である。
これにより、第１の移動筒１０と制御基板４との間に第２の移動筒１４が配置されている
場合でも、案内筒６およびカム環７の径を大きくすることなく、少ないスペースで制御基
板４と電磁絞りユニット１２とを電気的に接続するＦＰＣ１５を配置することができる。
【００３７】
　この結果、レンズ鏡筒の径方向での大型化を抑えることができ、小径のレンズ鏡筒を実
現することができる。しかも、ＦＰＣガイド部材１１がＦＰＣ保持部材９から最も離れた
位置にある状態でも補強部材１６の前端部がＦＰＣガイド部材１１に重なっている。この
ため、レンズ鏡筒に衝撃が加わる等してもＦＰＣ１５がＦＰＣガイド部材１１から脱落す
ることを回避することができる。
【００３８】
　なお、本実施例では、補強部材１６がＦＰＣ１５に対して別部品として取り付けられた
場合について説明した。しかし、補強部材１６を取り付けたＦＰＣ１５に代えて、ＦＰＣ
のフレキシブル部分のうちＵ曲げ部と基板側部分との間の部分の厚みを他の部分よりも厚
くしたり、同部分に補強材を埋め込んだりして、補強部を一体成形したＦＰＣを用いても
よい。
【００３９】
　また、本実施例では、ＦＰＣ保持部材９を案内筒６に別部品として取り付け、ＦＰＣガ
イド部材１１を第１の移動筒１０に別部品として取り付けた場合について説明した。しか
し、配線板保持部を案内筒６に一体成形したり、配線板ガイド部を第１の移動筒１０に一
体成形したりしてもよい。
【００４０】
　さらに、本実施例では、補強部材１６の材料としてＰＥＴ材を用いた場合について説明
したが、ＰＥＴ材以外の樹脂材料や金属等、他の材料を用いてもよい。
【００４１】
　また、本実施例では、第１の移動筒１０に副絞りユニット１３が取り付けられ、さらに
第１の移動筒１０と制御基板４との間に第２の移動筒１４が配置されている場合について
説明した。しかし、これらが設けられていないレンズ鏡筒も本発明の実施例に含まれる。
【００４２】
　さらに、本実施例では、第１の移動筒１０により保持されて該第１の移動筒１０ととも
に光軸方向に移動する電動ユニットとして電磁絞りユニット１２を用いる場合について説
明した。しかし、電動ユニットとして他のもの、例えば手振れによる像振れを補正するた
めにレンズを光軸方向に対してシフトさせる防振ユニットや焦点調節動作のためのリニア
アクチュエータの一部を構成するコイルユニットを用いてもよい。
【００４３】
　また、本実施例では、マウント１を介してカメラ本体に着脱される交換レンズのレンズ
鏡筒について説明した。しかし、本実施例と同様のＦＰＣガイド構造を有するレンズ鏡筒
を、レンズ一体型のカメラ（コンパクトデジタルカメラやビデオカメラ等）の撮像装置（
光学機器）に用いてもよい。
【実施例２】
【００４４】
　次に、本発明の実施例２について説明する。本実施例の基本的な成は実施例１と同様で
あり、実施例１と共通する構成要素については実施例１と同符号を付して説明に代える。
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本実施例では、ＦＰＣ１１５におけるフレキシブル部分のうちＵ曲げ部１１５ａとなる箇
所にも補強部材１１６が取り付けられている。しかし、フレキシブル部分のうちＵ曲げ部
１１５ａとなった部分は、ＦＰＣガイド部材１１に重なっている（レール部１１ｂに接触
している）補強部材１１６から離れる（分かれる）ことができる。この構成により、補強
部材１１６の光軸方向での長さ（ＦＰＣガイド部材１１に重なる長さ）を実施例１よりも
長くすることができる。
【００４５】
　図５（ａ），（ｂ）にはそれぞれ本実施例のレンズ鏡筒のＷＩＤＥ状態とＴＥＬＥ状態
でのＦＰＣガイド構造を示し、図６（ａ），（ｂ）はＷＩＤＥ状態とＴＥＬＥ状態におけ
るＵ曲げ部１１５ａの周辺を拡大して示している。図５（ａ），（ｂ）において、１１６
ａは補強部材１１６の光軸方向での長さを示している。
【００４６】
　図６（ａ）に詳しく示すように、ＦＰＣガイド部材１１がＦＰＣ保持部材９に最も近づ
いたＷＩＤＥ状態では、ＦＰＣ１１５のフレキシブル部分のうち電磁絞りユニット１２側
の一部がＵ曲げ部１１５ａになり、補強部材１１６の前側部分１１６ｂから離れる。
【００４７】
　一方、図６（ｂ）に詳しく示すように、ＦＰＣガイド部材１１がＦＰＣ保持部材９から
最も離れたＴＥＬＥ状態では、ＦＰＣ１１５のフレキシブル部分におけるＷＩＤＥ状態に
て補強部材１１６から離れていた部分が補強部材１１６に接触する（重なる）。これによ
り、第１の移動筒１０が最も制御基板４から離れた状態でも、補強部材１１６における実
施例１よりも光軸方向にて長い部分をＦＰＣガイド部材１１に対して重ねることができる
。実施例１において図３（ｂ）に示したＦＰＣガイド部材１１と補強部材１６との重なり
量に対して、図５（ｂ）に示すＦＰＣガイド部材１１と補強部材１１６との重なり量が大
きい。このようにＦＰＣガイド部材１１と補強部材１１６との重なり量が大きくなること
で、レンズ鏡筒に衝撃が加わる等した際のＦＰＣ１１５のＦＰＣガイド部材１１からの脱
落を、実施例１よりも確実に回避することができる。
【００４８】
　なお、本実施例においても、補強部材１１６を取り付けたＦＰＣ１１５に代えて、補強
部を一体成形したＦＰＣを用いてもよい。この場合、ＦＰＣのうちＷＩＤＥ状態にてＵ曲
げ部となる部分が補強部から離れられる構成とすればよい。
【００４９】
　以上説明したように、上記各実施例によれば、レンズ鏡筒内の少ないスペースの中で制
御基板４と電磁絞りユニット１２とをＦＰＣ１５，１１５で接続することができる。この
ため、電磁絞りユニット１２の周囲にスペース的な制約があるとともに第１の移動筒１０
と制御基板４との間に第２の移動筒１４があるにもかかわらず、レンズ鏡筒の径方向の大
型化を抑えつつＦＰＣ１５，１１５を配置することができる。
【００５０】
　以上説明した各実施例は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実施例に対
して種々の変形や変更が可能である。
【符号の説明】
【００５１】
４　制御基板
６　案内筒
９　ＦＰＣ保持部材
１０　第１の移動筒
１１　ＦＰＣガイド部材
１２　電磁絞りユニット
１５，１１５　フレキシブルプリント配線板
１５ａ，１１５ａ　Ｕ曲げ部
１６，１１６　補強部材
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